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休と，それを築ぎあげた人物を主匙にしたものが多い。

粋者はJj↓在， 『アメリカン ・ソー シャ リス ト』誌を発

1iしながら， 『マ ンスリー ・レヴ.-,.')』-との他に‘;（）湘＇りを

している。 『イiiill‘1＇[!北|』のボ者あとがきにもあるように，

厖大な府料を縦描に駆使し，独占什の反人民的ill：格炉 1・

き4;．ぎとえがぎだず才能は，ナでに定評がある。
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ソ連悩を除く III少Mi 油 j•II! ／i:必tii:(/） 80%，年 々の｛，油 4:);t:

殿の約5(）％は，いオ）ゆ るビ・Jグ ・セブ ンと呼1Jばし，る ィギ

リス系 2' アメリカ系 50) 7一人9,/i・り11会社に ．J：....,-c占めら

れている，こ ),1，ら7-大会社は 111:界(})1i油原j}j'，：地において，

弟独で，あるいは l叫I際 lド） なコン‘•ノル・ンウムを作 ることに

よって，採掘から販必にい！こる炭雑な行程を含んだが油

事業を行なっている。 この小業において， 7大会社1iiJO)

関係はきわめて密接である。例えば， 中近束随・0)」!I!蔵

蔑 と生産械をイ1するクウェ ートイi油を例にとれば，．との

生産面においては， クウェー ト・オイ ル・ カンバニ ー

(KOC)によ ってプ リティノシ ュ ・ベ トロリウム (BP)と

ガルフが結ばれており (KOCは Bl.）， •Ij. ）レフの折半廿：

資），販売1uiにおいては， ,,,ij社はシェル，ジャージー，‘ノ

コニーと密接に結びついている (K(）COMi油を， Bl)は

ジャージー， ‘ノコニーに，ガ｝レフは， シェルに供給，七

の石油を， シェルはl]己の東半球市場C,ジャ ージーは

スエズ 以西の I •Ii勘で阪光）。こういった関係は， これを

世界のイjilhl東他地に敷釘する ことができる。おそらく今

日石油はど，少数の会社によ って採掘から販必祖でを独

占さjしてい る資源はないであらう。しかし土たー・ •プi ， 視

在の1j1：界伯勢0)もとにおいて、石油ほど不安定な要索を

はらんだ飴業（rよない。 中l柑米， 1:J.1近東における政変の背

後には，ほとんどといっていいほ ど石川lをめぐる動きが

あっ たし，拍頭する産油国のナショナ リズムとソ辿伍油

の進出は，絶えずllt界の緊張をもに 1．ン している。石油が

持つこのような二つのIhiの解明が本讃の主｝辿である。

H ・オーコンナーは， 本書の前篇ともいうべき The 

Empire of Oil, l!:J56（佐藤正卒訳『,fiiJI嘩 /;El』)におい

-c,すでに， アメ リカにおける石油独占賓本の行動様式

な況明に分析 しに。 本内はそオしを受け継ぎ，対象地域を

アメリカを除く 但界の石油原産地に拡大 しに統篇である

という：こと ができる。オ ーコ ンナーの著甚は， 他に，『メ

ロンの1二［富』， 『鉄鋼産業の独裁者』， 『グ yゲンハイム

家』，『石油労働者国際組合史』 など， 財閻もし くは独占
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内容（，、よ次のごとく •Cある "

第”l.I惰： 国際イ州［（カルテル

1. 7大会礼

第 2革第 1次[II：界大戦1iii(j)イi油

2. ロシャ丸lスクンダード，3． 1Jイヤル・ダッチ ・

シェルの1合頭， 4. 心油戦侑1900~[山）14

仇＇i:3 ：，；'i: i,1,j大戦1間の石油

s. 第 1次11|：界大戦(/)糾果，6

クナキャリ ー後

第 4玲： ラテン ・アメ リカのイi11!1

8. ラテン・ アメリカ ：．j崩布されに大1外,,, 9. 

シコ ：蜂火を も/)も(/), 1(）．ベ ネズニラ ：コンセ ・J

ションの舞踊， 11. ベネズエラ：独故と民主， 12 

ペネズエラ ：h1,iJoJ Iの1-l;1，1:1. プラジル ：イ濯II,1土）

;1しらがも (/), 14.アルゼンチン：カルテルに対する

勝利， 15.チ リ：誇りあるイi油，16．ボリ ビア： 流

廊した',,,,:命， 17.ヘルー ：スタ ンダードの）成州， 18.

コロン ビア： トロヒカルの楽園， 19. 中央ア メリ

カ， 20. トリニ ク・ノ ド：アメリカ対ィギリス，

キューバ ：り＇，：命 11 9 

第 5章 近東のイi油

22.、近東0)富， 23.イソンの祉服， 24. ・(:iン，イ1

訓只仰 I,25. メソ：l.；タミアの尖り， 26. アメリカ

(/）滲透， 27.イプン ・サウ 1:(/）‘.ic:,28. n立への動

き，29. クウェート：黄金0)かなめ， 3(）．アラビア

半島の周辺， 31. エジフ トの土地に， 32.!ごAしがサ

ハラを所打するか， 3,．i. アラブ語国の将米への期待

第 6章第2次大戦後の石油

:M. I仕界rh場におけるソ連 35. カルテルの哀退

参杓文献，索り 1

戦伯と ‘Ii.禾|I, 7. ア

メキ

~l . 

しヽ かにもジ ャーナ リストらしし、J汎揺i名のつ：Jー）j！J、, 1}、J

容をかなり適確にj<:).）し（いるが，4嘩の、意，図するとこ

ろに基づいて，要約を試みるなら，大別 して， 3部にわ

けることができる。

その 1は， 7大会社の拾頭から， 1928年のア クナキ ャ



リー協定主で，いいかえれば，7大会社の激しい市場股

得競争から，第 1次III：界大戦を経て国際石油カルテル成

立までの，各社問の抗争の歴史を叙述 した部分である。

これは，国際石油カルテル前史ともいう こと ができ るが，

各社閻の抗争はそれぞれその祖国の対外政策と固 く結び

ついていた。特に第 1次大戦後半からは，ア メリカの対

外政策を背景1こしたス タンダー ドと，イ ギリスのそれを

パックにしたシェルと の角逐は激しかった。1928年まで，

石油市場をめ ぐって，各社のボイコ ットや値下げ合戦は

続けられた。 しか し，アクナキ ャリー協定以後， そこに

おいて認められた現状維持の原則と価格決定機構は，1U.. 

界の石油市場を支配し，カルテル各社は厖大な利憫のざ

けまえにあずかっ た。しか しやがて，国際カ ルテルはあ

らたな抗争にはいらねばならなかった。1938年1、こ， メキ

シコは石袖産業を国有化した。多 くの産油国にとって，

それは一つの蜂火であった。 7大会社対産油国のナショ

ナリズム，すなわち，国際石油カルテル対石油ナ ショナ

リズムの抗争があらたに始まった。こ の抗争のクロ ニク

ル，これが，木忠の主要な内容を占めてい る。

メキシコ における国'，}灼石油会社ペ トロ レオス ・メヒカ

ノス (Pemex)の歴史は，カルテルに対する勝利の記録の

最初のものであった。多くの妨曹と）．T.迫の後に，パイプ・

ラインの敷設，石油化学工業の設立に成功し，同社はメ

キシコ工業化の大きな推進力と なっている。この ことは，

カルテル支陀下の廂油国に大きな影孵を与えた。政治的・

経済的に，それと対照的な梢況にあるベネズエラにあ....,

ても，1960年に，1呈l党の Corporacion Venezolana de! 

Petroleo (CVP)が設立され，石油粕製，天然ガスの利

用が始まった。 中南米では，その他，ブラジルの Petro-

hrits, アルゼンチンの YPF, 近東にあってはエジプ ト

O) General Petroleum Authority,イランのNIOC, イ

ラクの Petroleum Authority, クウェート の National

Petroleum Co.，な どの国‘，既石油会ネトが，徐々にではあ る

が，その活動分野を拡げつつある。これら諮会社は，コ

ンセッ ションの未開発地域をとりあげ，石油技術者を於

成し やがてはバイプ・ラインやタンカ ーで，自国石油の

輸出を始めるだろう 。 利益配分協定の布利な改，•n, 石柑I

価格の安退 101国従業員の採用の増加，な どの一致 した

要求を実現するために，各産油国はアラブ 石袖会議を附

き， また石油輸出国機構 (OPEC)を創設 した。特に後

者は，イラン，イラク，ク ウェート，サ ウディ ・アラビ

ア，ベネズエ ラ，カ タール， インドネシア， リビアな ど

の旅油国だけで結成され，1祉際カルテルに対する一種の

書評

闘 III頭カルテルを形成している。こういう動きのなかで，

Arab oil: a plan for the futureの著者アシュ ラフ・

ルフティ は1960年出版の同書において， アラブ石油公社

と， 採掘から精製・輸送までを行な う総合的なアラブ石

油会社の創設を提隅している。これらの動きは，石油帝

国の支配を，徐々にではあるが確実に弱めつつある。

最後に，非カルテル系石油会社対国際石油カ ルテル，

ならびにソ連石油対国際石油カルテルの問題がある。中

東の中立地帯で操業 しているゲッテ ィ，ア ミノ イル， 日

本のア ラビア石油，イラン沖合の SIRIP,IPAC, 特に

SIRIPの親会社である ENIの進出等は 利権協定にお

いて産袖国にかな り密荊した態度をとるだけに，カルテ

ルに とって一つの脅威とな ってい る (SIRIPはイラン政

府と25:75の利益配分協定を結んでいる）。

しか しもっとも大ぎな脅威は，ソ連石油の進出である。

1960年には，ア メリカ，ベネズエラについで，lit界第 3

位の生産景を持つにいたったが，カルテルの原油価格を

はるかに1噂 わる低価格，旅油国の 1次産品と のバータ

ーなどによって，キュ ーバ， 中国， ブラジル， E1本，イ

タリアに市場を拡げつつある。今やカルテIレは，産油国

のナショナリズムばかり ではなく，これら対抗詔勢力の

進出1こよって，衰退への道をたど りつつある。

m 

以上， 本湛の内容を要約した。厖大な哩蔵散が発見さ

れたと いわれるサハラ の石油をめぐる動きにも触れつ

っ，反独占の立場から石油をめぐる抗争のIII：界的見取図

を描いた本甚は，他に類がない。 しか し，アラプ石油会

議などですでに提唱されているバイプ・ライ ンの敷設や，

クンカー隊の建辿について，その政治的経済的意味が十

分に述べられている とは思えない。ソ連石油の進出につ

いても， 域内の経済協力を強化しつつある コメコンの動

きと関連して論ぜられる必要があろ う。対抗諸勢力に対

応するカルテル内部の変質の問題も，叙述が不十分であ

る。ま た，カルテルの対抗勢力は，廂油l国の国営石油会

社， ~I：カルテル系各社，ソ述と， それぞれ思想は違い政

策は異なるが，それらをひっくるめて，今後の石油資栢

の管罪に，，，，いて蒋者は どのようにおえるのか，本書の結

論は明らかでない。前著『石油祁掴』においては，11!：界

石油管理本部の設立によ る石油の国際管理を主張してい

るが，本書には， その後のこの主張の発展も，ーまた新し

い提案も述べられてはいない。 かな り論争的な書物であ

るだけに， この点に関する論及がないのは残念である。

（アジア経済研究所図；杓資料iiii参衿；i県 小坂允雄）
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